
 

 

 
2018 年 12 月 6 日 

 

名古屋大学・東海地区大学の公式ファンド運営事業者に選定 
～名古屋大学・東海地区大学広域ベンチャー２号ファンド（仮称）を設立予定～ 

 

Beyond Next Ventures株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：伊藤毅、以下「当社」）は、

東海地区産学連携大学コンソーシアムを構成する名古屋大学、名古屋工業大学、豊橋技術科学大学、岐

阜大学、三重大学（以下、「東海広域５大学」）に由来するスタートアップへの投資を目的とする「名

古屋大学・東海地区大学広域ベンチャー２号ファンド（仮称）」（以下、「東海広域５大学ファンド」）

の運営事業者に選定され、2018年12月4日に、東海広域５大学にある研究シーズの起業化促進及び東海広

域５大学に関連するスタートアップに対する総合的支援等を行うための協力に関する協定書を締結しま

したことを、お知らせいたします。 

 

当社は、2014年8月に創業した、技術系スタートアップへのインキュベーション投資に特化した独立系

アクセラレーターであり、「起業家と共に、大学等の高度な技術シーズを実用化し、新産業創出とチャ

レンジする人材を多数輩出する事により社会に貢献する」ことをミッションとしています。 

当社は、大学シーズの事業化支援から、ベンチャー投資、成長支援、EXITまでに渡る豊富な投資経験

と優れた運用実績を有する、国内でも数少ない当分野におけるリーディング企業の1社であり、JSTの大

学発新産業創出プログラム（START）における事業プロモーターや、NEDOの研究開発型ベンチャー支援事

業の認定を受けています。2015年2月に設立した1号ファンド、2018年10月に設立した2号ファンドを合わ

せ、累計100億円超のファンドから、現在までに26社の主に国内の大学発スタートアップに出資し、その

成長を支援して参りました。 

 

本年より当社は、これまで培ってきたアカデミアシーズの事業化ノウハウの知見や経験を広く社会に

還元する為に、複数の大学の公認のアクセラレーターとして事業化支援を手掛ける事を開始しました。 

当社は、1号ファンドから電子ビーム発生装置及び素子の開発、販売を手掛ける株式会社Photo electron 

Soulや、新品種創出プラットフォーム技術を有するグランドグリーン株式会社といった名古屋大学発ベ

ンチャーへ創業期から出資、事業化支援を手掛けておりますが、今般、東海広域５大学から、当社の大

学発スタートアップに対する創業前からの豊富な事業化支援およびアクセラレーションプログラム

BRAVEの実績を高くご評価いただき、2号ファンドの事業者として選定を受け、東海広域５大学の研究成

果を活用としたスタートアップ（以下、「東海広域５大学発スタートアップ」）への投資を目的とした

ファンドの組成を含む、東海広域５大学発スタートアップの支援に関する協定書（以下、「本協定書」）

を締結いたしました。 



 

 

これにより、今後、東海広域５大学と連携し、東海広域５大学の教職員、学生、卒業生が有する研究

成果等の事業化・起業支援、東海広域５大学発スタートアップへの出資・成長支援といった活動を実施

していきます。 

 

当社は今後、本協定書に基づき、2019年初旬を目標に東海広域５大学発スタートアップへの投資を行

うための名古屋大学・東海地区大学広域ベンチャー２号ファンド（仮称）（以下、「東海広域５大学フ

ァンド」）を設立する予定であり、これにより、東海広域５大学発スタートアップに対して、起業準備

から、東海広域５大学ファンドによる起業後のエクイティ資金の提供、事業成長までを一貫してサポー

ト可能な体制を構築してまいります。 

 

当社は、本件を通じ、東海広域５大学と連携した東海広域５大学発スタートアップの支援体制を確立

することで、東海地区の高度な技術シーズを起業家と共に一つでも多く実用化し、グローバルなマーケ

ットを狙っていける技術系スタートアップを支援することにより、新産業の創出を更に加速し、東海地

区のさらなる発展に貢献してまいります。 

 

 

写真右 名古屋大学 松尾清一総長 

写真左 Beyond Next Ventures 代表取締役社長 伊藤毅 

 

 



 

 

Beyond Next Ventures株式会社 概要 

本社      ： 東京都中央区日本橋本町1-4- 3 日本橋ムロホンビル1 

代表者     ： 代表取締役社長 伊藤 毅 

設立日     ： 2014年8月 

ウェブサイト  ： http://beyondnextventures.com 

 

【Beyond Next Venturesについて】 

Beyond Next Venturesは、2014年8月に創業した、技術系スタートアップへのインキュベーション投資に

特化した独立系アクセラレーターです。大学シーズの事業化支援から、ベンチャー投資、成長支援まで

に渡る豊富な投資経験と優れた運用実績を有する、国内でも数少ない当分野におけるリーディング企業

の1社であり、JSTの大学発新産業創出プログラム（START）における事業プロモーターや、NEDOの研究開

発型ベンチャー支援事業の認定を受けています。2015年2月に設立した1号ファンド、2018年10月に設立

した2号ファンドを合わせて累計100億円超と、アクセラレーターとしては国内最大のファンドを運用し、

多数の技術系スタートアップへの投資と、その事業化・成長支援を手掛けています。 

 

また、「BRAVEアクセラレーションプログラム」（URL: http://brave.team/）を通じて革新的な技術の

事業化を目指す大学や研究機関などの研究者/起業家に対し、経営人材候補とのマッチング、事業化実現

のための知識や人材ネットワーク・成長資金を提供しています。アカデミア発のテクノロジーに特化し

たアクセラレーションプログラムでは国内最大規模であり、2017年度JSTのSTART事業の第2サイクルでは、

BRAVE出身プロジェクトが4件（全体の採択件数は5件）採択されるなど、実践的なプログラムを受講した

成果を残しています。2018年からは、東京都からの委託を受け、創薬系ベンチャーの起業や創薬系ベン

チャー企業の成長を支援するアクセラレーションプログラム「Blockbuster TOKYO（ブロックバスタート

ーキョー）」（URL:https://www.blockbuster.tokyo/）も運営しています。また、2019年2月に、ライフ

サイエンス領域のスタートアップ企業に対して、研究開発を含めた事業化支援を提供する拠点として、

東京都中央区にシェアラボ/ウェットラボ「Beyond BioLAB TOKYO」を開設し、主に医療・ライフサイエ

ンス領域の技術系スタートアップに対し、成長資金に加え、起業とその急成長を促進する環境を提供し

ています。 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

担当 植波 

E-mail：pr@beyondnextventures.com 


